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当院における結核対応について
～確認した？解除前の蛍光染色～

【検査法】

※３回塗抹陰性の確認は感度の高い蛍光染色法（集菌法）での判断が
推奨されています。 結核検査ガイド2016 編集日本結核病学会

【入院対応（疑い症例）】
・空気感染対策であるN95マスクを装着
・三回塗抹検査実施中は、原則個室対応
（可能な限りクリーンパーティション設置）
・入院継続の場合、排菌状況により県立総合病院へ転院
・防護策なしで曝露が疑われる場合は、接触者健診を実施

ご不明点やご質問につきましては
感染対策：小島（5155）・検査関連：細菌検査室（2271）まで

お問い合わせください

※集菌蛍光法は検体の処理が煩雑なため、休日の対応は出来ません。

【検査体制】蛍光染色法（集菌法）
平日朝9：00までに検体到着 →  当日報告
平日朝9：00以降検体到着 →  翌営業日報告
長期連休（4日以上）は出勤日を決めて対応

R3.12.24から現運用に変更

オーダー 検査法 1回 2回 3回 隔離解除

通常 蛍光染色（集菌法） （－） （－） （－） 〇

ガフキー
至急

直接塗抹 （－） （－） （－） ×

翌日
蛍光染色（集菌法） （－） （－） （－） 〇


